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平成30年度
学校が変わる！｢ポジティブな行動支援｣事業



昼間小学校の実態と教師の思い

〈子どもたちの実態〉

○きまりやルールが守れるようになってほしい

○話を聞く姿勢を身につけてほしい

元気で活発だが，きまりやルールを守ることや，
話を聞く態度に課題が見られる。



昼間小学校の実態と教師の思い

｢笑顔とメリハリ｣がキーワード
(昼間小が大切にしていること)

まずはこの２つの取り組みから！

→「チャイム着席」は
昨年６年生が取り組んだ経験がある

取り組み
やすい



取り組み①

｢チャイムが鳴ったら着席し，静かに待とう｣



255

41
60

33 27

0

50

100

150

200

250

300

9月26日 10月2日 10月3日 10月4日 10月5日

Chart Title

チャイムが鳴り始めてから，クラス全員が着席するまでの

時間（９月２５日～１０月５日）

取り組み前の記録

(５分)

(秒)



取り組みスタート

〈目標〉

〈記録〉

1・2・4・5年：チャイムが鳴り終わるまでに座る

3・6年：チャイムが鳴り始めてから１分以内に座る

時間：２・４校時の始まり(10分休みの後) 移動教室は含まない

内容：チャイムが鳴り始めてから，クラス全員が

着席するまでの時間



取り組みスタート

〈手立て〉

① 朝会での呼びかけ(校長先生，ハッピー委員会，推進リーダー)

③ ｢お祝い｣の設定

② 保護者に取り組みを紹介

｢すくすく昼間っ子｣
で取り組みを紹介

目標を達成したら，
みんなでお祝いをしよう

クラスごとに子どもたち
と相談して決めました



取り組みスタート

｢ハッピー委員会｣が
寸劇でお手本を見せる

朝会での
推進リーダーの話より



取り組みの様子



結果

あ
パート１は達成！
次の目標はパート２

あ取り組みは続くよ



結果

各学年ごとに
取り組みの成果を発表



みんなで｢お祝い｣



子どもたちの変化

・友だち同士の声かけが増えた。
・時計を見て行動することができるようになった。(低・中・高)

・教師に声をかけられなくても，進んで着席できるようになった。
指示が１つ減った。(低)

・メリハリをつけることができるようになった。(低)
・時間を意識するようになった。(中)
・全員座ったら，即号令できるようになった。(高)
・休憩時間がずれた時には，時計を見て着席できた。(高)
・読書して待っている子が増えた。(高)
・業間休み後，教室に帰ってくるのが早くなった。(高)

意識的に子どもたちを
褒める機会が増えた

(教師)



☆取り組みのポイント☆

・学校全体で取り組むことで，子どもたちが，｢他の学年も
がんばっているから自分たちもがんばろう｣という気持ちに
なれたこと

・校長先生が，｢みんなでがんばっていこう｣とたくさん声を
かけてくれたこと

・教員同士，｢ちょこちょこ｣声をかけ合ったり，情報交換したり
できたこと


